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講義の目的 
これまで行ってきた研究の中で、「グローバリ
ゼーションと環境」というテーマに関連する研
究を紹介し、今後の課題を述べる。 
 
 
グローバリゼーション（グローバル化）とは？ 
モノやサービスやお金だけでなく、人や文化や情報
の国際交流が進んで、世界が一体化する現象 
環境とは  自然（環境）のこと 
       
自然には二つの側面がある 
  ①経済的資源としての自然； 
    化石燃料、森林や魚、安全な大気や水・・・ 
                    ⇒ 経済や技術の問題 
  ②非経済的資源としての自然； 
    山河、海、雨や風や嵐、森や樹木、野の花、 
    路傍の石・・・ 
   
 
環境問題とは、両方の意味での環境が希少になって
いること ⇒ 持続可能性 
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講義の順序 
１．学問の目的と方法 
 
２．垂直貿易と環境・資源問題 
 
３．日米貿易摩擦と基準や規制の国際的調和 
 
４．貿易と環境 
 
５．非経済的資源としての自然 
 
 結語 － 「思う」ということ 
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１．学問の目的と方法 
（１）学問の目的 ＝ 問題を解決すること  
    医学は医療問題を解決すること、 
    経済学は経済問題を解決すること 
 
（２）問題には 
    実証的な問題  事実に関すること 
            ～である ～だ 
 
    規範的な問題  価値（道徳）に関すること 
            よい（悪い） ～すべきだ 
 
  ＊事実から規範を導いてはならない 
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（３）事実を把握する方法                      
 ① 帰納法と演繹法 
   帰納法；個別事例を積み重ねて一般命題を導く 
   演繹法；仮説（一般命題）を立てて、検証又は 
       反証する 
 ②検証と反証 
   検証；仮説と合致する事例を発見すること 
   反証；仮説と合致しない事例を発見すること 
 
 ＊反証主義（カール・ポパー） 
   仮説 ⇒ テスト ⇒ 反証 ⇒ （再）仮説 
   ⇒ テスト ⇒ 反証 ⇒・・・ 
    真実（言明と事実が一致する）に近づく 
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（４）規範（価値）の問題 
 （我々はどう生きるべきか） 
 
 
  経済学；（社会の）効用（幸福）を最大化せよ 
      （最大多数の最大幸福） 
 
   
  ※ ポパー；苦痛（不幸）を最小化せよ   
    Open Societies and Its Enemies, vol.I,    
        chap.5, note 5,1945. 
 
  ＊苦痛はマイナスの効用ではない 
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２．垂直貿易と環境・資源問題 
（１）垂直貿易の理論 
  垂直貿易：天然資源（鉱山）から採取した第一次 
       原料（鉄鉱石）を輸入し、それを加工 
       した製品（鉄鋼）を輸出するような貿 
       易の型 ＝ 加工貿易型 
 
  南北貿易やわが国の貿易（当時）を考えるために  
  は、このタイプのモデルが必要 
 
  貿易の方向、貿易利益の性質、貿易後の所得分配  
  の変化を検討 
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第一次原料の生産（鉱山から労働を使って鉄鉱石を採掘）     
            M = M (Lm, N) 
製品の生産（鉄鉱石から労働を用いて鉄鋼を生産） 
            X = X (Lx, M)  
労働は完全雇用され、部門間を自由に移動すると仮定             
            L = Lm + Lx    
企業は利潤極大を行う；賃金は労働の限界生産力に等しく、 
           両部門で同じになる 
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（２）垂直貿易と環境・資源問題（今後の課題） 
 従来のモデルでは、大気汚染や廃棄物のような環境汚 
 染は考慮されていない。それらは次のように議論される。 
 貿易の環境汚染への影響 
 ① 消費水準の増加 ⇒ 汚染（廃棄物）の増加 
  ② 産業構造の変化 ⇒ 輸出産業（拡大）と輸入競 
            争産業（縮小）の汚染集 
            約度に依存する 
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廃棄物とリサイクル 
廃棄物が最初から組み込まれる場合、財の生産に用 
 いられる資源が減少（OAの下方へのシフト） 
 
他方、廃棄物が再生資源としてリサイクル（再利用、 
 再資源化）される場合の効果を検討することが可能 
 
製品の消費後生み出される廃棄物が再生資源Rとなっ 
 て、製品の生産に利用されるとすれば、 
   X＝X（Lx，M， R ） 
   R = αCx Cx は製品の消費量 α はリサイクル率 
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図２ リサイクルの効果 
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３．日米貿易摩擦と基準の国際的調和 
（１）日米貿易摩擦 
★ 1950年代から1970年代まで 日本の輸出をめぐる摩擦 
  繊維 → 鉄鋼 → テレビ → 工作機械 → 自動車 →  
  VTR → 半導体 
 
☆ 1980年代から90年代 日本の輸入をめぐる摩擦 
  農産物 → MOSS協議 → 関税 → 自動車、半導体、 
  建設、金融 → 構造協議 → 包括協議 
 
★ 90年代後半から沈静化 
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米国のとった戦略 
① 管理貿易（Managed Trade）アプローチ 
  数値目標を立て、輸入拡大を求める 
  日本側はこれを拒否 
② 調和化（Harmonization）アプローチ 
  規制緩和要求や米国の基準に合わせるよう求める 
  日本側はこれを受け入れる 
  ・規制・基準緩和 
  ・透明性、認証手続きの簡素化・迅速化 
  ・国際基準への調和 
 
★なぜ、日本政府は調和化アプローチを受け入れたか 
  ・前川レポート（1986） 
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（２）基準や規制の国際的調和はよいことか 
               （今後の課題） 
 ① 規制や基準は国によって異なる。その理由は？ 
 
 ② 規制や基準の国際的な調和化は望ましいか？ 
 
 ③ 各国が別々の基準を持っていたとしても、ある国 
  が自国の基準に合致しない他国の製品の輸入を制 
  限する場合、他国はそれに合わせるために自国の 
  基準を引き上げざるを得ない場合がある。その結  
  果、基準の国際的調和化が実現する。 
 ⇒自由貿易の立場からは偽装された保護主義として 
  非難を受ける。 
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４．貿易と環境 
貿易は環境に悪いとする多くの事例が示されてきた 
 
例えば、輸出用エビの養殖がマングローブ林を損なう 
 
そこで、環境を保護するために保護貿易政策（日本が
輸入を制限する）が主張され、自由貿易主義と対立す
るようになった 
 
特に、自由貿易を世界に広めることを目的とする
GATT（関税と貿易に関する一般協定、1948年に締結、
WTOの前身）が批判される。 
18 
経済学の観点 
 
① 貿易そのものが環境に直接負荷を与えるのであれば、 
  貿易を制限するのは正しい 
  （有害廃棄物の貿易、希少な動植物の貿易） 
 
② 貿易ではなく、輸出や輸入に伴う生産や消費が環境 
  に負荷を与える場合、貿易は自由にして、環境負荷 
  を与える直接の原因に対して対策を加えるのが最善 
  の方法（自由貿易と環境政策の組み合わせ） 
 
③ 直接的な環境政策が実現不可能である場合、貿易政 
  策は次善の政策として正当化される 
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（１）GATT20条をめぐる貿易紛争 
      
 20条の一般的例外 
 （ｂ）「人、動物又は植物の生命又は健康の保護の 
     ために必要な措置」 
 （ｇ）「有限天然資源の保存に関する措置（ただし、 
     この措置が国内の生産又は消費に対する制 
     限と関連して実施される場合に限る）」 
 
20条の（ｂ）と（ｇ）をめぐって紛争が起きた 
 表１はその内容と結果を示している 
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採択年 内容 号 結果 
1982 
米国のカナダ産マグロ及びマグロ製品の輸入
禁止 
(g) 適用不可 
1987 カナダの未加工サケ・ニシンの輸出制限 (g) 適用不可 
1990 タイのタバコの輸入制限・内国税 (b) 適用不可 
1991 米国のキハダマグロの輸入制限（マグロI） (b), (g) 適用不可 
1994 米国のキハダマグロの輸入制限（マグロII） (b), (g) 適用不可 
1994 米国の自動車に対する課税制度 (g) 適用不可 
1996 米国のガソリン基準 (b), (g) 適用不可* 
1998 米国のエビの輸入制限 (b), (g) 適用不可 
2001 EUのアスベスト及びその製品の輸入禁止 (b) 適用可 
表１ GATT20条の適用を争った事件 
21 
私の問題 
 これらの紛争において、紛争処理小委員会（パネ
ル）が下した判断が、上述の経済学の観点に照らし
合わせて、どのように評価されるか 
 
二つの事例 
 ① タイが紙巻タバコの輸入を「タイ国民の健康上の
理由」から制限し、輸入タバコに高い関税を課して
いた問題 （ｂ）項に関連 
 
 ② カナダが未加工のサケ・ニシンの輸出を「有限天
然資源の保全」を理由に制限していた問題  
（ｇ）項に関連 
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パネルの論点 
 ① 輸入関税が必要な措置であるかどうか 
  パネルの解釈 「合理的に利用可能な貿易制限的 
  でない代替措置が存在していない」場合に取られ 
  る措置 
   ⇒ 経済学の観点②から見て妥当と判断 
    ただし、パネルは③までは評価していない。 
 
 ② 輸出制限が有限資源保護に関する措置かどうか 
   「主な目的」となっているかどうか。 
    
   ⇒ 経済学の観点（効率性）とは異なる。 
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（２）循環資源の貿易とリサイクル制度 
循環型社会 
  循環型社会形成推進基本法（2000年） 
  ３R；発生抑制（リデュース）＞再使用（リユー 
     ス）＞再資源化（リサイクル） 
 
循環型社会に対する批判 
 ・発生抑制に成功していない 
 ・リサイクルの経済性（特に廃棄物の回収費用が 
  大きい）と環境性 
 ・循環資源の輸出に伴うリサイクル制度の危機 
  （国内の再資源化業者に資源が回らない） 
 ⇒ 政府の市町村への通達（円滑な引き渡し） 
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私の問題 
 
・輸出を考慮した時の、ＰＥＴボトルのリサイクル制 
 度の理論化 
   
・容リ法以降の廃ＰＥＴの流れと価格の変動を説明す 
 る。逆有償から有償へ 
 
・政府の通達（円滑な引渡し）の経済的評価 
  国内資源循環主義の論拠    
     ① 国際市場は不安定 
     ② 輸出先で環境汚染を引き起こす 
 
 
 
国内 
海外 
委託料 
独自処理ルート 
指定法人ルート 
ＰＥＴボトル 有償 
特定事業者 
（ボトル，飲料メーカー） 
指定法人 
消費者 
市町村 
 
再商品化事業者 
再商品化事業者 
図３ PETボトルのリサイクル・システム 
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図４ 指定法人ルートと独自処理ルート 
＊指定法人ルートの減少と独自処理ルートの増加 
図５ 輸出価格と国内価格の変化 
28 
理論モデル 
自治体と再資源化業者がそれぞれ利益を最大するよう 
に行動すると仮定し、競争的な市場経済モデルを作る。 
 
• 自治体の収支（B ） 
   B = Pa Xa ＋ α (Xb ) Pb Xb － Cg(X ) 
  
• 再資源化事業者（指定法人ルート）の利益(Πa) 
    Πa = PyYa － Pa Xa － Ca(Ya ) 
 
• 再資源化事業者（独自処理ルール）の利益(Πb) 
        Πb = PeYb － Pb Xb  － Cb(Yb) 
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分析 
 各主体均衡から市場の需要と供給関数を導出し、輸 
 出価格の変動の影響と「円滑な引渡し」政策が経済 
 的に合理性を持つ場合の条件を示す。 
結論 
 ① 輸出価格と他の価格の連動（図５）を説明できる 
  ② 国際市場が安定している場合は、「円滑な引渡 
   し」政策は経済的に合理的な政策ではない 
課題 
  ① 環境汚染への配慮 
  ② 自治体の回収費用の価格への反映 
   
  
 
 
 
  
５．非経済的資源としての自然 
自然(森林）の価値 
 
          
             
             直接的利用価値（木材生産、食料生産）   
           
                                  
                        間接的利用価値（国土保全、レクリエーション） 
利用価値     
       オプション価値（将来のレクリエーション）   
         
                                      
 
                                           遺産価値（将来世代のために原生資源を残す）  
 
 
非利用価値  
          
 
          存在価値（生物多様性の保護） 
             
 
ターナー・ピアス・ベイトマン 
 
             『環境経済学入門』訳書（東洋経済）115頁               
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存在価値とは 
「人々の選好を反映するものとみなされるが、人間以 
 外の生物の権利や幸福への関心、憐憫、尊重も含ん 
 でいる。この価値は、なお人間中心のものだが、特 
 定の種や生態系全体がまさに存在することに対して 
 認められる価値を含んでいるかもしれない」 
 （前掲書、116頁） 
 
☆しかし、自然は、もっと深いところで我々と結びつ 
 いているのではないか。 
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高校時代の思い出 
  高校時代 文芸部に所属して、文芸誌を 
  作っていた。 
立原道造「或る風に寄せて」 
 
  おまへのことでいつぱいだつた 西風よ 
 たるんだ唄のうたひやまない 雨の昼に 
 とざした窗(まど)のうすあかりに 
 さびしい思ひを噛みながら 
 
「その詩によって久しく忘れていた郷愁というものを想   
い起こしたのである。更に僕は自然をも忘却していたこ
とに気がついた。内面的人間、精神的人間になろうと欲
して、懸命に模索していたのに、ニヒリズムに陥り、ど
うにもならなかった時、この詩は教えてくれた。人間の
心の奥底に潜む郷愁、そして、自然を。」 
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こころと自然 
• なぜ、人の心に自然が潜んでいるのか。 
  三木成夫（1925年～1987年）から学ぶ。 
 
（１）世の中は次の三つから構成される 
 無生物；石、砂、風、山、海、風 
 生 物；植物 独立栄養（太陽の光を利用して水 
         と二酸化炭素を利用して独立して 
         生きている） 
     動物 従属栄養（他の生物を食べて生きる） 
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（２）人間の身体 
  植物性器官 
   ①消化-呼吸系（吸収系） 
   ②血液-脈管系（循環系） 
   ③泌尿-生殖系（排出系） 
     食と性を営む 心臓（こころ）が中心 
  動物性器官 
   ①感覚系（受容系） 
   ②神経系（伝達系） 
   ③運動系（実施系） 
     動きを支配 脳が中心 
 
 どちらが大事か 「背に腹は代えられぬ」 
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（３）ヒトの特色 
 
 心情は植物性器官の働きに起因している 
  （血がのぼる、胸がおどる、心が痛む） 
  
 動物性器官が植物性器官を侵食するようになる。 
  管の内容に応じて収縮と拡張を営んでいた植物性 
  筋肉が外界の変化にも影響を受けるようになる  
  （特に心臓） 
 
 食と性だけでなく外界の出来事にも心を打たれる 
  ようになる  
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 動物性器官の発達は脳の発達による。 
 これが自我を生む。 
 ⇒ こころ（心情）とあたま（精神）の対立 
 
 
 
 
 
 
 
 「思う」の思は田（脳）と心（心臓） 
  自我と生命の象徴 
結語 「思う」ということ 
あたま；経済的資源としての自然を利用する 
 頭は切れる。が、使いようによっては凶器にもなる 
こころ；植物系器官の中心 ⇒ 人は自然の一部 
思う；「あたま」が「こころ」の声に耳を傾けている 
マーシャルは、With Cool Heads but Warm Hearts 
 と述べたが、それは「思」そのものではないか。  
自然の経済的利用を考える場合、自然がわれわれの心
と繋がっていることに思いを馳せるべきであろう。 
  
 
   
 
  ご清聴有難うございました 
   
 
     お世話になりました 
 
     ありがとうございます 
